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委員会報告

　最終処分場の候補地選定は、令和１３年度稼
働を目標に、住民の理解を得ながら進める必要
がある。
　また、市クリーンセンターでは屋外作業が多
く、作業の安全確保や負担軽減など、労働環境
の改善が課題である。さらに、製品プラスチッ
クの分別をはじめとしたごみ分別の一層の定着
に向け、市民への周知・啓発の強化が求められる。

　地域活力の回復と持続的な観光振興を実現す
るためには、震災や人口減少などの影響により
低下している栗駒山観光の交流人口および地域
の賑わいをいかに再生するかが大きな課題であ
る。新たな交流拠点の整備を通じ、地域資源を
最大限に活かした施策の展開が必要である。

　市クリーンセンター、市衛生センターおよび
最終処分場は適切に管理され、安全に運営され
ている。
　ごみ分別は一定の成果が見られるものの、令
和７年７月開始の製品プラスチック分別は、十
分に定着していない状況である。

　民間事業者の優れた企画力、発想力、技術力
を最大限に活用するため、設計・施工・運営を
一体的に担うＤＢＯ方式を採用。公募型プロポ
ーザル方式により事業者を選定し、選定後は民
間事業者が包括的に管理運営を担う。

　安全管理と計画的な維持管理による施設の延
命化が図られることを期待する。
　最終処分場の整備については、丁寧な説明を
重ね、住民の理解と協力を得ながら慎重に進め
られることが望まれる。また、プラスチック分
別の必要性や市民協力の重要性を分かりやすく
伝える取り組みを求める。

　ＤＢＯ方式による管理運営は本市において初
の事例であり、事業者選定は、業務要求水準書
と事業者選定基準に基づき、公正で適正な審査
を徹底する必要がある。加えて、提案内容が事
業効果を最大限に発揮できるものか、また経営
面において持続可能かどうか、十分で厳格な審
査を求める。
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文教民生

産業建設

「計画的な維持管理で施設の延命化」

「栗駒山のにぎわい創出に向けて」

令和８年１月20日

令和８年１月27日
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視察報告・意見交換会

　議会の活動が市民に十分伝わっておらず、市
民とのつながりが薄いことが課題である。議員
同士の討議も少なく、新たな政策を生み出す力
の強化が求められる。また、ハラスメントを防
止するルールづくりも、他自治体に遅れること
のないよう早急に進める必要がある。

　農業の現場においても高齢化と担い手不足が課題であり、農業所得の低さが担い手育成・確保を困難
にしている一因であることが共有された。
　また、中山間地は区画が小さく水利条件の悪い農地が多く、担い手が借り受けにくい現状に対し、基
盤整備には長い時間がかかること、結果、遊休農地となってしまうと獣害拡大の要因ともなってしまう
などの意見が交わされた。
　遊休農地について、農業委員会がおこなっている解消に向けた取り組みも紹介され、栗原市の基幹産
業「農業」の今後を守っていくために、有意義な意見交換となった。

一関市　議会基本条例に基づき議員間討議を制
度化し、議員同士で意見を出し合いながら市民
の声を市政に生かす取り組みが行われていた。
登米市　議員間討議や市民参加の固定化などの
課題を認識し、制度や運用の見直しを進めてい
たほか、ハラスメント防止のルールづくりにも
計画的に取り組んでいた。

　制度の実効性を検証し、政策形成機能の向上
とハラスメント防止の仕組みづくりを進める必
要があると認識した。当市議会においても、議
員間討議の充実と市民の声を反映する仕組みづ
くりを進め、より市民に信頼される議会を目指
していく。

　今回の意見交換を通じて、農業所得の向上な
ど持続可能な農業環境の整備は、栗原市の生活
基盤を守り発展させることと一体の課題と受け
止めた。
　今後の調査・提言につなげ、引き続き栗原の
農業の持続的発展に向け取り組んでいく。
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「市民に信頼される議会を目指して」

「持続可能な農業に」

令和7年12月23日

令和８年１月13日

◦岩手県一関市議会、宮城県登米市議会

◦申込団体　農業委員会
◦出 席 者　産業建設常任委員会


